
奈
良
県
立
高
等
学
校
等
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
案
）

奈
良
県
立
高
等
学
校
等
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
奈
良
県
教
育
委
員
会

規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
奈
良
県
立
西
の
京
高
等
学
校
の
項
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
奈
良
県
立
高
等
学
校
等
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
別
表
第
一
に
規

定
す
る
奈
良
県
立
西
の
京
高
等
学
校
の
全
日
制
の
課
程
の
普
通
科
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の

奈
良
県
立
高
等
学
校
等
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
別
表
第
一
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
五
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
な
お
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

（
原
級
留
置
と
な
っ
た
者
に
対
す
る
措
置
）

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
存
続
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
奈
良
県
立
西
の
京
高
等
学
校
の
全
日
制
の
課

程
の
普
通
科
に
在
学
し
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
原
級
に
留
め
置
く
こ
と
（
以
下
「
原
級
留
置
」

と
い
う
。
）
と
な
っ
た
者
で
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
存
続
す
る
と
さ
れ
た
期
間
中
に
当
該
高
等

学
校
の
課
程
の
学
科
を
卒
業
で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
者
は
、
当
該
原
級
留
置
と
な
っ
た
年
度
の
次

の
年
度
よ
り
、
別
に
教
育
長
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
、
奈
良
県
立
国
際
高
等
学
校
の
全
日
制
の
課

程
の
国
際
科
又
は
奈
良
県
立
法
隆
寺
国
際
高
等
学
校
の
全
日
制
の
課
程
の
普
通
科
、
歴
史
文
化
科
若

し
く
は
総
合
英
語
科
の
相
当
学
年
に
在
学
し
て
い
る
も
の
と
す
る
。


